
揚貨装置運転士試験

受験番号 揚 貨

１／８

（揚貨装置に関する知識）

問 １ 揚貨装置に関する次の説明のうち、正しいものはど

れか。

（１）船上に移動式クレーンを積み込んだり、旋回式の

大型クレーンを備えるなどの方式により、海底の 浚
しゅん

渫作業などを行う設備は、揚貨装置には入らない。
せつ

（２）デリック型式の揚貨装置のウインチには、性能や

効率が良く、取扱いの簡単な内燃機関駆動ウインチ

が最も多く使用されている。

（３）ジブクレ－ン型式の揚貨装置は、荷を斜めづりし

たり、船体が大きく傾斜するときにも使用できる利

点がある。

（４）デリック型式の揚貨装置の制限荷重とは、その材

料や構造に応じて負荷させることができる最大の荷

重をいい、フック、スリングなどのつり具の質量は

含まれない。

（５）ジブクレ－ン型式の揚貨装置には、ジブの旋回の

安全装置として、リミットスイッチが備えられてい

る。

問 ２ デリックブ－ムに「ＳＷＬ１５Ｔ(２０°)(Ｕ)５Ｔ」

と表示されているとき、その記号の意味として正しい

ものは次のうちどれか。

（１）ブ－ム１本にかけられる制限荷重はけんか巻方式

では１５ｔ、ブ－ムの仰角は２０°より小さい角度

で使用してはならない。旋回式におけるブ－ム１本

にかけられる制限荷重は５ｔである。

（２）ブ－ム１本にかけられる制限荷重は１５ｔ～５ｔ、

ブ－ムの仰角は２０°より小さい角度で使用しては

ならない。

（３）ブ－ム１本にかけられる制限荷重は１５ｔ、ブ－

ムの仰角は２０°より大きい角度で使用してはなら

ない。けんか巻きにおけるブ－ム１本にかけられる

制限荷重は５ｔである。

（４）ブ－ム１本にかけられる制限荷重は１５ｔ～５ｔ、

ブ－ムの仰角は２０°より大きい角度で使用しては

ならない。

（５）ブ－ム１本を仰角２０°以上で旋回式で使用する

場合の制限荷重は１５ｔで、けんか巻きにおけるブ

－ム１本にかけられる制限荷重は５ｔである。

問 ３ 油圧駆動式ジブクレ－ンの操作において、作業開始

前及び作業を行う際の注意事項として、誤っているも

のは次のうちどれか。

（１）操作レバ－を操作する前に、船舶側責任者に連絡

し、油圧ポンプを運転して、低圧の油を送ってもら

う。

（２）気温が高いときに連続運転したときは、油の粘度

が低くなり、油圧モ－タの能力が著しく低下するこ

とがある。

（３）作業開始前に正転、逆転の無負荷運転を行い、異

常がなければ軽い荷を負荷して５～６回巻上げ・下

げを行う。

（４）操作レバ－の操作は急激に行わず、運転速度の調

節は操作レバ－の位置を変えて行う。

（５）油圧モ－タの内部や切替バルブから油漏れのため、

荷をつって停止中に自然降下するときは、船舶側に

連絡する。

問 ４ 作業が終了したときに、揚貨装置の運転士が行なわ

なければならない措置として、誤っているものは次の

うちどれか。

（１）油圧駆動式の揚貨装置は、船舶側に連絡し、油圧

ポンプを停止させる。

（２）電動式ジブクレ－ン型式の揚貨装置は、運転台に

ある制御用の元スイッチ及びモ－タ用スイッチを切

る。

（３）走行式橋形クレ－ン型式の揚貨装置は、昇降用タ

ラップのおどり場の位置と運転室の出入口の位置と

が一致するようにクレ－ンを移動させる。

（４）ジブクレ－ン型式の揚貨装置は、ジブを船体の中

心線と直角の位置に移動させる。

（５）油圧駆動式の揚貨装置は、操作レバ－を中立の位

置に戻し、ストッパを掛ける。



問 ５ 揚貨装具に関する次の記述のうち、誤っているもの

はどれか。

（１）マニラロ－プは、天然繊維のロ－プとしては、最

も多く使用されるが、弾性が少なく、水にぬれると

固くなる欠点がある。

（２）合成繊維ロ－プは、天然繊維ロ－プに比較して軽

く強じんであるが、熱に比較的弱く、特殊な酸には

侵されるものもある。

（３）ホ－ンクリ－トは、ブ－ムのトッピングリフトワ

イヤロ－プ、センタ－ガイ、ガイロ－プなどの端末

を結びつけるのに用いるクリ－トである。

（４）シャックルには、本体の形により、バウシャック

ルとストレ－トシャックルの別があり、シャックル

の本体又はピンの径をもって呼び寸法として表す。

（５）ブロックに用いるシ－ブの溝の深さは、ワイヤロ

－プの径未満とし、シ－ブの溝底におけるシ－ブの

径もワイヤロ－プの径の１４倍未満とする。

問 ６ 揚貨装置のウインチに関する記述について、誤って

いるものは次のうちどれか。

（１）ウインチの構造は、円筒のドラム、動力部及び制

動装置からなり、具備すべき主な条件として回転速

度が一定であることが必要である。

（２）電動ウインチは、構造及び操作が簡単で騒音が少

ないが、電気装置の構造上火花の発生による危険が

ある。

（３）内燃機関駆動ウインチの内燃機関は、始動回転力

が弱いため荷を負荷したままでは始動できないので、

機械の回転を速くしておき、摩擦クラッチや歯車の

切換えにより行う。

（４）電動ウインチの巻上能力は５０～１００kＮ{５～

１０ｔ}ぐらいのものが多いが、重量物用のものもあ

る。

（５）油圧駆動ウインチは、ウインチの回転力及び回転

速度の制御を油圧ポンプや油圧モ－タで行わせるも

ので、振動及び騒音が少ない。

問 ７ 荷役用スリングのうち、次のフック付きスリングと

その用途の組合せとして、誤っているものはどれか。

（１）キ ャ ン フ ッ ク …………… 樽荷用

（２）プレ－トフック …………… 鋼板用

（３）バ－レルスリング …………… 鋼管用

（４）ドラムスリング …………… ドラムかん用

（５）ケ － ス フ ッ ク …………… 箱物用
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問 ８ 次の文中の 内に入れるワイヤロ－プの名称

として、正しいものはどれか。

「デリックブ－ムは、そのヘッドを固定して使用す

る場合と上下又は左右に動かして使用する場合とがあ

るが、デリックブ－ムの仰角を一定に保ち、振り回し

だけを行うには、 を伸縮しないように固定し

なければならない。」

（１）センタ－ガイ

（２）トッピングリフトワイヤロープ

（３）カ－ゴワイヤロープ

（４）プリペンタガイ

（５）ガイワイヤロープ

問 ９ ワイヤロ－プに関する次の記述のうち、正しいもの

はどれか。

（１）「普通より」は、「ラングより」に比べて素線よ

りの傾斜がゆるやかである。

（２）不乾性の油をしみこませた繊維芯は、使用中に油

が徐々にしみ出るので、海風等にさらされる作業で

は手入れの必要はない。

（３）「普通より」は、「ラングより」に比べてシ－ブ

に接する部分などの摩耗の度合いは少ない。

（４）ロ－プのより方とストランドのより方が同じ方向

のものを「ラングより」と呼んでいる。

（５）キンクした部分は、キンクを直すことにより、ワ

イヤロ－プの強度が低下することを防止できる。

問１０ シングルデリックで振り回し荷役の際に、ガイワイ

ヤにたるみができ、つり荷の衝撃によりガイワイヤが

切断することがあるが、このような事故が起こる場合

の説明として、誤っているものは次のうちどれか。

（１）デリックブ－ムの仰角を小さくして荷をつったと

き。

（２）荷を横引きのような状態でつり上げたとき。

（３）デリックブ－ムを起こしながら振り回したとき。

（４）デリックブ－ムの先端が、荷役段取上のクリテイ

カルゾ－ン（危険範囲）に入ったとき。

（５）船体がヒ－リング（傾斜）している時に荷をつっ

たとき。



（ 関 係 法 令 ）

問１１ 揚貨装置の運転と制限業務に関する次の記述のうち、

法令上、正しいものはどれか。

（１）制限荷重が５ｔの揚貨装置で質量が１ｔの荷をつ

る場合には、揚貨装置の運転の業務に関する安全の

ための特別の教育を受けた者に、運転させることが

できる。

（２）船内荷役作業主任者技能講習の修了者で、揚貨装

置の運転の業務に関する安全のための特別の教育を

受けた者は、制限荷重が５ｔの揚貨装置の運転の業

務に就くことができる。

（３）デリック運転士免許を受けた者は、制限荷重が６

ｔの揚貨装置の運転の業務に就くことができる。

（４）揚貨装置運転士免許の所持した者で、クレ－ンの

運転の業務に関する安全のための特別の教育を受け

た者は、岸壁に設けられたつり上げ荷重が５ｔの荷

役用クレ－ンの運転の業務に就くことができる。

（５）揚貨装置の運転の業務に関する安全のための特別

の教育を受けた者は、制限荷重が３ｔの揚貨装置の

運転の業務に就くことができる。

問１２ 揚貨装置運転士免許に関する規定について、法令に

定められていないものは次のうちどれか。

（１）免許証を他人に貸与したときは、当該免許証が取

り消されることがある。

（２）揚貨装置運転士免許試験の受験において、不正行

為があったときは、当該免許証が取消されることが

ある。

（３）免許証を他人に譲渡したときは、当該免許証が取

消されることがある。

（４）満１８才未満の者は、揚貨装置運転士免許を受け

ることができない。

（５）免許証記載の住所を変更したときは、免許証の書

替えを受けなければならない。

問１３ スリングの点検の実施時期として、法令上、正しい

ものは次のうちどれか。

（１）その日の作業を終了した後

（２）その日の作業を開始する前

（３）１月を越えない期間ごと

（４）作業指揮者の指示があったとき

（５）玉掛け作業者の判断により作業中随時

揚 貨
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問１４ 下文中の 内に入れる数値として、法令上正

しいものは次のうちどれか。

「事業者は、ばく露甲板の上面から船倉の底までの

深さが ｍをこえる船倉の内部で荷役作業を行

うときは、当該作業に従事する労働者が安全に通行す

るための設備を設けなければならない。

ただし、安全に通行するための設備が船舶に設けら

れている場合は、この限りでない。」

（１）３.５

（２）３.０

（３）２.５

（４）２.０

（５）１.５

問１５ 次の文中の 内に入れる法令上の語句として

正しいものはどれか。

「事業者は、揚貨装置のブ－ムの が行われ

ている場合において、当該ブ－ムが倒れることにより

労働者に危険を及ぼすおそれのある場所には、労働者

を立ち入らせてはならない。」

（１）起伏の作業

（２）旋回の作業

（３）伸縮の作業

（４）固定の作業

（５）点検の作業

問１６ ワイヤロ－プの安全係数の説明として、法令上、正

しいものは次のうちどれか。

（１）ワイヤロ－プの切断荷重の値を、当該ワイヤロ－

プにかかる荷重の最大の値で除した値

（２）ワイヤロ－プにかかる荷重の最大の値を、当該ワ

イヤロ－プの断面積で除した値

（３）ワイヤロ－プの許容荷重の値を、切断荷重で除し

た値

（４）ワイヤロ－プにかかる動荷重の値を、つり荷の質

量で除した値

（５）ワイヤロ－プにかかる荷重の最大の値を、切断荷

重で除した値



問１７ 揚貨装置の取扱い等に関するＡからＤまでの記述に

ついて、法令上、正しいもののみの組合せは(１)～(５)

のうちどれか。

Ａ 揚貨装置にその制限荷重をこえる荷重をかけて

使用するときは、作業開始前に揚貨装置の機能を

点検し、異常がないことを確認しなければならな

い。

Ｂ 揚貨装置の運転者は、荷をつったまま作業位置

を離れるときは、ブレ－キ等を確実に作動させ、

かつ、原動機を停止しなければならない。

Ｃ 揚貨装置の玉掛けに用いるフックの安全係数は

５以上としなければならない。

Ｄ 揚貨装置を用いて、巻出索により荷を引いてい

るときは、当該索の内角側で、索又はみぞ車が脱

落することにより労働者に危険を及ぼすおそれの

ある箇所に労働者を立ち入らせてはならない。

（１）Ａ，Ｂ

（２）Ａ，Ｄ

（３）Ｂ，Ｃ

（４）Ｂ，Ｄ

（５）Ｃ，Ｄ

問１８ 揚貨装置の運転の合図に関する記述のうち、法令上、

誤っているものは次のうちどれか。

（１）事業者は、揚貨装置の運転について一定の合図を

定める。

（２）事業者は、合図を行う者を作業現場ごとに指名す

る。

（３）事業者から合図の指名を受けた者は、合図を行わ

なければならない。

（４）事業者は指名した者に、合図を行わせなければな

らない。

（５）揚貨装置運転者は、合図者の合図に従わなければ

ならない｡
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問１９ 揚貨装置の玉掛け用具として、法令上、使用するこ

とが認められるものは次のうちどれか。

（１）リンクの断面の直径の減少が、製造されたときの

７％である鎖

（２）直径の減少が公称径の１０％であるワイヤロ－プ

（３）伸びが製造されたときの長さの７％である鎖

（４）著しい形くずれをしたワイヤロ－プ

（５）ワイヤロ－プ１よりの間において素線（フィラ線

を除く。）の数の１０％の素線が切断しているワイ

ヤロ－プ

問２０ 次の文中の 内に入れるＡとＢの語句の組合

わせとして、法令上、正しいものはどれか。

「揚貨装置等を用いて、船倉の内部の荷で、ハッチ

の Ａ にあるもの以外のものを巻き上げる作業を

行うときは、巻出索を使用する等により、あらかじめ

当該荷をハッチの Ｂ に移してから行わなければ

ならない。」

Ａ Ｂ

（１）中央 中央

（２）内部 付近

（３）中央 直下

（４）内部 中央

（５）直下 直下
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（原動機及び電気、力学免除者は、問２１～問４０は解答しないで下さい。）

（原動機及び電気に関する知識）

問２１ 電動機に関する次の記述のうち、正しいものはどれ

か。

（１）三相誘導電動機の回転方向は、変えることができ

ない。

（２）交流電動機は、直流電動機に比べ、特性がよくな

いので揚貨装置のウインチ用電動機として、使用さ

れない。

（３）かご形誘導電動機の速度制御は起動抵抗器を使用

して行う。

（４）電動機は、直流のかご形誘導電動機と、交流の巻

線形誘導電動機とに大別される。

（５）直流電動機は、ウインチ用の電動機として速度の

制御性能が優れており、始動回転力が大きい。

問２２ 電気に関する次の記述のうち、誤っているものはど

れか。

（１）電気回路に電流を流そうとする働きを電圧といい、

単位としてボルト（Ｖ）を用いる。

（２）直流は、電流の流れる方向が常に同じで、その大

きさは時間の経過に対してほとんど一定している。

（３）交流は、一定時間ごとに電流の流れる方向とその

大きさが変化する。

（４）回路に流れる電流の大きさは、抵抗に比例し電圧

に反比例する。

（５）１秒間に繰り返されるサイクル数を周波数といい、

その単位はヘルツ（Ｈz）で表す。

問２３ ウインチを駆動する原動機に電動機を用いる場合の

利点として、誤っているものは次のうちどれか。

（１）清潔で振動や騒音が少ない。

（２）動力の伝達が簡単である。

（３）無理な荷重やショックを吸収できる。

（４）取扱いや調整が簡単である

（５）船体の質量を軽減できる。

問２４ 交流４００Ｖの電気回路の露出充電部に手が触れた

とき、人体に流れる電流の値は次のうちどれか。

ただし、手と露出充電部との接触抵抗を１３００Ω、

人体の抵抗を５００Ω、足と大地との接触抵抗を

２２００Ωとする。

（１） １０mＡ

（２） ４０mＡ

（３） ８０mＡ

（４）１００mＡ

（５）１６０mＡ

問２５ 感電に関する次の記述のうち、誤っているものはど

れか。

（１）低圧の充電部分に接触した場合の感電による被害

の程度は、一般に電流の大きさに左右され、通電時

間は関係がない。

（２）感電による被害の程度は、人体内の通電経路、皮

膚表面の乾湿の状況、健康状態等の条件により異な

る。

（３）電気火傷は、ア－クによる熱と電流によるジュ－

ル熱によって生ずる。

（４）感電している者の救出は、必ず電源を切ってから

行う。

（５）身体を通過する電流が５０mＡ前後になると、相当

危険であり、心臓麻痺を起こし死亡することがある。



問２６ 次の文中の 内に入れるＡからＤの組合せと

して正しいものは(１)～(５)うちどれか。

「抵抗が小さく電気をよく伝えるものを Ａ と

いい Ｂ がこれに属する。また、抵抗が大きく電

気を伝えにくいものを Ｃ といい Ｄ がこれ

に属する。」

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

（１） 導 体 空 気 不導体 ゴ ム

（２） 導 体 人 体 不導体 鋼 線

（３） 導 体 アルミニウム 不導体 磁 器

（４） 不導体 ポリエチレン 導 体 黒 鉛

（５） 不導体 ガラス 導 体 塩化ビニ－ル

問２７ 油圧駆動装置の特性として、誤っているものは次の

うちどれか。

（１）無段階的に速度制御ができる。

（２）電動機に比べ小型軽量である。

（３）油圧装置内の過負荷防止が簡単で確実である。

（４）作動油の温度が高くなると、機械の効率が良くな

る。

（５）遠隔操作が容易である。

問２８ 制御器に関する次の記述のうち、誤っているものは

どれか。

（１）直接制御器は、主幹制御器の操作レバ－の操作に

より継電器を働かせ、電動機の回路を開閉する電磁

接触器を操作する。

（２）制御器は、電動機の正転、逆転、停止並びに速度

制御の指令を与える機器である。

（３）制御器には、直接制御方式のもの、間接制御方式

のもの及び半間接制御方式のものがある。

（４）直接制御器は、内部に大電流が流れるので火花が

大きく、接点が傷みやすい。

（５）間接制御器は、ウインチの近くに据え付ける必要

がないので、離れた位置で操作ができる。

揚 貨

６／８

問２９ ２００Ｗの電球を２５日間点灯し続けたときの消費

電力量は、次のうちどれか。

（１） ５kＷh

（２） ５０kＷh

（３）１００kＷh

（４）１２０kＷh

（５）２４０kＷh

問３０ 内燃機関に関する次の記述のうち、誤っているもの

はどれか。

（１）４行程式機関では、クランク軸が１回転するごと

に１回燃料が燃焼する。

（２）内燃機関は、小型船の揚貨装置の原動機として使

用されることがある。

（３）内燃機関では、燃料を燃焼させる部分はシリンダ

内部である。

（４）内燃機関は、簡単に逆転ができないので、摩擦ク
ま さ つ

ラッチ等でウインチの停止、逆転等を行う。

（５）２行程式機関には、吸気弁や排気弁がなく、代わ

りに空気口と排気口が設けられている。



（揚貨装置の運転のために必要な力学に関する知識）

問３１ 力に関する次の記述のうち、誤っているものはどれ

か。

（１）２つの力が一直線上に作用するときは、その合力

の大きさはそれらの力の積で求められる。

（２）力の三要素とは、力の大きさ、力の方向、力の作

用点をいう。

（３）１つの点に力の大きさが等しく方向が反対の２つ

の力が働いているときは、この２つの力はつり合う。

（４）力のモ－メントの大きさは、固定点と作用点との

距離と力の大きさの積である。

（５）１つの物体に２つ以上の力が働いているとき、そ

の２つ以上の力をそれと全く同じ効果をもつ１つの

力になおすことができる。

問３２ 図のように質量３２ｔの荷をつり角度６０°で４本

のワイヤロ－プを用いてつるとき、使用することがで

きるワイヤロ－プの最小径は次のうちどれか。

ワイヤロ－プ 破断荷重

の直径

（１）２８mm ３５９kＮ{３６.６tf}

（２）３０mm ４１２kＮ{４２.０tf}

（３）３１.５mm ４５４kＮ{４６.３tf}

（４）３５.５mm ５７７kＮ{５８.９tf}

（５）３７.５mm ６４４kＮ{６５.７tf}

６０°

３２ｔ
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問３３ 物体の運動に関する次の記述のうち、誤っているも

のはどれか。

（１）物体に力が作用するときは、力の方向に加速度が

生じ、その加速度は加えた力に比例する。

（２）運動の基本的な法則は、慣性の法則、加速度の法

則、作用反作用の法則の３つがある。

（３）物体が運動をするときに、その速い遅いの程度を

示す量を速さという。

（４）２つの物体が力を及ぼし合うとき、作用と反作用

は、力の方向が同じで大きさが等しい。

（５）静止している物体は、外からの力が作用しない限

り、永久に静止を続けようとする性質がある。

問３４ 次の文中の 内に入れるＡとＢの語句の組合

せとして、正しいものはどれか。

「組合せ滑車で同じ質量の荷をつり上げるとき、動

滑車の数を多くするほど引張る力は Ａ 、荷の上

がる速度は Ｂ 。」

Ａ Ｂ

（１）小さく 速くなる

（２）小さく 遅くなる

（３）大きく 変わらない

（４）大きく 遅くなる

（５）大きく 速くなる

問３５ 物体の重心及び安定に関する次の記述のうち、誤っ

ているものはどれか。

（１）物体の位置や置き方が変わっても、重心を支える

ことによって物体は安定する。

（２）物体の重心は荷の傾きを変えても、変わることは

ない。

（３）物体は一点吊りをすると、その重心は必ず吊り索

の延長線上にある。

（４）重心は物体の形によっては、必ずしも物体内にあ

るとは限らない。

（５）物体の安定が良いためには、基底が狭く、重心が

高いことである。



問３６ 図のような丸棒（鋼材）のおよその質量は、次のう

ちどれか。

５ｍ

１ｍ

（１）１５.７ｔ

（２）２０.６ｔ

（３）３０.６ｔ

（４）３６.２ｔ

（５）４０.２ｔ

問３７ 次の文中の 内に入れるＡとＢの語句の組合

わせとして、正しいものはどれか。

「物体が円運動をするためには、たえず物体を中心

に向かって引っぱっていなければならない。このよう

に物体を円運動させる力を Ａ という。また、円

運動している物体は、常に外側に向かって飛ぼうとす

る力が作用している。この力を Ｂ という。」

Ａ Ｂ

（１）求心力 遠心力

（２）引張力 遠心力

（３）慣 性 引張力

（４）遠心力 求心力

（５）重 力 慣 性
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問３８ 質量と比重に関する次の記述のうち、誤っているも

のはどれか。

（１）つり荷の質量は、つり荷の体積に、つり荷の単位

体積当たりの質量を掛けると求められる。

（２）同じ材質の立方体では、一辺の長さが３倍になる

と質量は９倍になる。

（３）物体の質量は、体積が同一であっても材質が違え

ば異なる。

（４）物体の質量と、その物体と同じ体積の４℃の純水

の質量との比を比重という。

（５）４℃の純水１ｍ 質量は１ｔである。３

問３９ 荷重の種類とその説明について次の記述のうち、誤

っているものはどれか。

（１）移動荷重 ………… クレーンが走行するとき、レ
ールにかかる荷重のように作
用位置が順次変化する荷重

（２）分布荷重 ………… ある位置に集中的に作用する
荷重

（３）交番荷重 ………… 動的に作用する荷重のうち、
繰返し変動し、その向きも交
互に変わる荷重

（４）衝撃荷重 ………… きわめて短かい時間に急激に
かかる荷重

（５）静 荷 重 ………… 床や荷台に置かれた荷のよう
に、力の大きさと向きが変わ
らない荷重

問４０ 直径１ｍのウインチのドラムが１分間に１５０回転

するとき、このウインチのドラムの円周上の１点が回

転するおよその速度は、次のうちどれか。

（１）１５３ｍ/分

（２）３７４ｍ/分

（３）４７１ｍ/分

（４）６２８ｍ/分

（５）９４２ｍ/分

（終 り）


